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きりしま子育て合言葉（仮称）作成について             

◎各委員からお寄せいただいたご意見について（抜粋） 

 

① 家庭でのこと・地域でのことについて 

  ◇きずな・地域連携・世代間交流 

・「絆」や「団らん」は家庭の中で育まれる。 

       ・地域ごとに世代をまたいだ交流と横のつながりの構築 

・家にこもりがちなお母さんや、集団の場になじみにくい特性をもつお子さんみんなが地域に出て来てもらえる工夫をする。 

・老若男女で支えあって生きていける社会であって欲しい。 

・朝ドラ「トト姉ちゃん」のセリフで「親子の絆は自然にできるものでなく、つくりあげるものだ」に共感 

・「きりしまきずなっ子」として赤ちゃんから高齢者までのライフステージで絆を培ってゆく施策 

・地域行事の減少、近所・地域との交流がない。 

・子育てのプロのシルバー世代の活用による世代を超えた交流の場「一人一人が宝物。地域が育てる子どもたち」 

 

      ◇教育・指導・願い 

       ・家庭でも地域においても挨拶ができる子ども達に 

       ・近隣の大人達がもっと声掛けをして良い事、悪い事をしっかり教える。 

       ・昔の郷中教育にみる地域での人間教育 

       ・よその子どもに大人が注意ができる環境であれば 

       ・ゲームばかりでなく、外遊びをして欲しい。 

       ・あいさつ・声かけ・危ないことは注意する等できることから始める。     

       ・地域の人が子育て世代にあったら、親をいたわる・ほめる言葉をかける。  
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② 保育園、幼稚園、児童クラブ、学校でのことについて 

       ◇きずな・地域連携・世代間交流 

        ・横のつながりを構築する。交流があれば学ぶことも多い 

       ・地域の方々と子どもたちが交流する場を構築する 

        ・伝統行事を残し、子どもに伝えていく大切さ 

        ・早期から色々な世代と交流を行っていく 

 

◇教育・指導・願い 

・きまり、マナーを遵守出来るように。 

・自力登校が出来ない子どもたちが多くなっている。 

・心の教育の推進（自分に負けないこと、いつも明るく、嘘を言わない、弱い者をいじめない、みんな仲良くする、等） 

 

 

 

 

③ その他について 

      ・親だけでは子育ては無理である。かといって園や学校だけに期待するものでもないので、そのバランスが取れるような表現を。 

 ・昔と違い働く人が多い。日祝日の子どもの過ごし方にもう少し踏み込んで手助けができれば。 
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